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昭和53年から始まった水田利用筒編対策の実施に伴い,

秋播き小麦の作付面積が年々増加し,昭和 55年には県内で

3,720カαが作付され,このうち八郎潟千拓地大潟村では3,316

乃́ と県内の89%を 占めている。これは,稲作機械の有効利

用ができ栽培管理が容易であるため,作付が急激に増加し

たものである。

これまで小麦に対する慣行窒素施用量は,103当 たり基

肥として 6～ 8″ ,追肥は融雪直後と小穂分化前期の2回

が慣行追肥である。しかし,慣行追肥以降の追肥について

は,各農家が無計画に施しており,多収化へのマイナス要

因になっているものと考えられる。

そこで本試験は,八郎潟千拓地における,秋播き小麦に

対する窒素の時期別施用法が生育収量に及ぼす影響につい

て検討したのでその結果を報告する。

2試 験 方 法

試験年次は,昭和 53年 と54年の 2カ 年であり,53年 は 9

月 22日 ,54年 は9月 28日 に播種し,供試品種はキタカミコ

ムギとナンブコムギを用い, プロードキャスター,パディ

ハローによる全面表層播 きである。播種量は 10a当 たり15

表 1 試験区構成及び追肥時期 (N t9/103)

切。窒素の施用時期及び施用量は表 1の とおりである。燐

酸16り ,カロ里8た9/103は ,各 試験区共通で基肥に施用し

た。なお,追肥時期のうち小穂分化前期は幼穂 17π期,頴

花分化後期は幼穂 5 aπ期,減分期は葉耳F・5長± 0期 として

決定 した。

3試 験 結 果

時期別窒素追肥が梓長に及ぼす影響をみたのが図 1であ

る。両品種ともに区Na 2の融雪直後,区 No 3の小穂分 |ヒ前

期,区M4の頴花分化後期の単用追肥においても,区ヽ 6

の慣行追肥+頴花分化後期,区に 7の慣行追肥+減分期 ,

区m8の慣行追肥+出穂期の組合せ追肥においても,追肥

時期が遅くなるにつれ得長の伸びが小さく,倒伏性は小さ

い。慣行の融雪直後と小穂分化前期の 2回追肥が必要不可

欠条件とすれば,以後の追月巴は若千期間をあけるのが安全

とみられる。

緒

lC10

90

80

70

60

50

■
■

＾
ｍ
）

注 昭和 54年 には区NQ l,
に|ま区No 5, 6, 7′  8, 9,

2,3,4,5,7を昭和53年
10を実施した。

図 : 得長及び収量

図 2は ″当たり穂数と一穂着粒数を示したものである。

穂数はキタカミコムギで区NQ 2の融雪直後追月じ1担 |により,

ノ当たりる0本 ,区m3の小穂分化前期追肥で500本 となる

が,″当たり600本程度を確保するには,こ のほか 1回以上

の追肥が必要とみられ,こ れらを組合せた区m5の融雪直

後十小穂分化前期の 2回追肥は単独施用より穂数が増加し

ている。一穂着粒数は区ヽ 7の融雪直後+小穂分化前期+

減分期追肥の 3回追肥により著しい増加がみられる。しか
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し,頴花分化後期追肥は一穂小穂数の増加が少なく,一穂

着粒数の増加効果は極めてわずかである。また .区 Nc 8の

慣行追肥 +出穂期追肥では一穂着粒数増加効果はほとんど

みられない。ナンブコムギでは,″当たり穂数の確保には

根雪直前追肥 +融雪直後追肥の効果が高く,一穂着粒数の

確保には減分期追肥が幾分効果が見られるがその影響はキ

タカミコムギほど顕著ではない。したがってナンブコムギ

では,穂数確保は容易であるが,一穂着粒数の増加が困難
とみられる。

図 2 穂数及び一穂着粒数

″当た り全粒数は,図 3に みられるようにキタカミコム

ギでは,区 No`の慣行追肥+頴花分化後期追肥が最 も多く

なっているが ,こ れは連続 3回追肥により穂数が多くなっ

たことが大きな要因であり,ナ ンブコムギでも同傾向を示

している。区m7の慣行追肥+減分期追肥の粒数確保は,
年次により若干異なるが穂数と一構着粒数の増加によるも

のであり,区 NQ 6と 同程度の全粒数を得ている。しかし区No

8の慣行追肥+出穂期追肥は穂数及び一穂着粒数の増加と

は結びつカザ ,全粒数は少なめである。

図3 /当たり全粒数

収量は慣行追肥後更に追肥を行 う組合せ追肥が区NQ 5の

慣行追肥以上の収量を示し有効である。しかし,区 NQ 6の

頴花分化後期追肥では穂数増加により全粒数が多くなった

が,倒伏による屑麦が多く収量は少なかった。区NQ 8の出

穂期追肥では,千粒重が最も重いが穂数不足による全粒数

の減少で慣行区並の収量にとどまった。区ぬ 7の減分期追

肥の収量は,キ タカミコムギが 2カ年の平均で10o当たり

450塚 ナンプコムギが400均程度と高かった。これは,穂

数及び―憾着粒数を多 くし,全粒数が多くなったにもかか

わらず,整粒歩合が高く,ι重が重く多収につながったも
のと思われる。

図 4, 5は収量と穂揃期葉身窒素濃度と窒素吸収量をみ

たものである。キタカミコムギは窒素濃度の高いほど増収

し,ナンブコムギでは/当たり窒素吸収量 187で収量が最

大となり,それ以上では減収傾向がみられ品種問差異がみ

られた。すなわち,キ タカミコムギは穂数がナンブコムギ

ほど増加がみられず乾物重が比較的」ヽきく,窒素濃度も25

%程度であり,その結果窒素吸収量も少ないため,ナ ンプコ

ムギのようなピークがみられない。ナンプコムギは穂数の

増加により乾物重が大きく,窒素濃度も3%程度で窒素吸
収量と収量の関係にピークがみられたものと思われる。
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図4 収量と穂揃期葉身N%(昭 53)

図 5 収量と穂揃期 N吸収量 (昭 53)
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本試験の結果最も有効な追肥組合せは融雪直後+イ蠣 分

化前期+減分期追肥であり,融雪直後+小穂分化前期追肥

は,穂数確保に有効であり,減分期追肥は,一穂粒数を増
すほ力溝 揃期まで葉身窒素濃度を高く経過させたことが ,

弱小粒を充実させ整粒歩合を高め多収を得たものと考えら

れる。頴花分化後期追肥は,穂数確保は容易であるが下位

節間がイ申び易いため倒伏し整粒歩合の低下につながった。

出穂期追肥は,千「lt重 は重くなるが穂数不足による全粒数
の減少がみられ低収であった。
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